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研究成果の概要（和文）：高齢者は仰臥位時から左側臥位時への体位変換時に交感神経活動の指標であるJF/HF 
が減少し、交感神経活動の低下を示した。慢性心不全患者が右側臥位で副交感神経活動の指標HF成分の増加を示
したとの先行研究とは必ずしも一致せず、測定方法の影響を受けた可能性がある。一般的に交感神経活動の低下
は、心臓への負荷の軽減につながると考えられるが、今回の高齢者の事例は若年者に比べ、加齢による交感神経
活動亢進の影響を受けた可能性がある。高齢者の体位変換は、仰臥位から右側臥位の体位変換を行う方が左側臥
位を選択するより心臓への負荷が軽減し、安全かもしれない。

研究成果の概要（英文）：This study was to evaluate the effect of the spine, left lateral decubitus, 
and right lateral decubitus position on autonomic nervous activity elderly by using spectral 
analysis heart rate  variability (HRV). Forty-five elderly adults were enrolled.  The lowest heart 
rate continued for 10 min, when participants were left lateral decubitus position  on compared with 
the other two positions, The low frequency HRV to high-frequency HRV ratio (LF/HF) for the right 
lateral decubitus position was significantly lower than that for the other position. The right 
lateral decubitus position may attenuate sympathetic nerve activity in elder adults.

研究分野：基礎看護学、環境生理学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
急速に高齢化する日本において、手術を受ける高齢者も増加しているが、高齢者を対象に体位変換時の自律神経
活動を評価した検証はない。本研究は、体位変換時の高齢者が加齢による影響で、交感神経活動の増加と副交感
神経活動の低下に伴って生じる仰臥位から左右左側臥位時の変化を検証し、体位の変換を行う場合は最初に右側
臥位を選択することが、心臓への負荷を低下させ、より安全である可能性を見出した。この結果は術後だけでな
く、日常生活の体位変換おいても有益な知見と考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 急速な高齢化と医療技術の進歩により、手術を受ける高齢者は増加し超高齢者の 85

歳以上、さらに 90 歳を超える手術例が日常的に見られるようになった。術後のバイタ

ルサインと意識状態が安定していることが確認できると、直ちにベッド上での起座位、

側臥位、座位、車イス、立位、歩行と早期離床が行われる。早期離床、早期リハビリ

テーションの効果は、これまで多くの研究が行われており、早期離床と引き続く早期

のリハビリテーションが肺合併症発症率を低下させ、循環の促進を促し、廃用症候群

の予防に効果を上げた。また、入院期間の短縮や医療費の抑制など医療経済的にも有

効と考えられている。 

長期的なベッド上安静の重症患者に発症する左右対称性の四肢麻痺の存在が認識さ

れるようになり、特に ICU などクリティカルな診療分野では、これまで以上に早期離

床への関心が高まっている。若年者に比べ、呼吸や循環動態が変動しやすく、不安定

な高齢者のアセスメントが適切に行われることは、急速に高齢化しているわが国では

喫緊の課題である。 

しかし、術後の自律神経活動の変化を含め、術後の仰臥位からの体位変換時の自律神

経活動の変化は明らかにされておらず、これら自律神経活動に生じる変調が早期離床

により増強され、術後 2〜3 日に多発する不整脈や血圧低下の原因になっている可能性

がある。しかし、われわれは明確なエビデンスを持ち合わせることなく、経験や習慣

により離床を進めている。そこで、高齢者のベッド上での体位変換に始まる一連の離

床の関する基礎的な知見の蓄積が望まれるが、これまでのバイタルサインズによる判

断では情報が不足していると考えられることから、自律神経活動の変化について評価

を行うことにより、若年者に比べてリスクの高い高齢者の適切な離床時期やリハビリ

テーション開始決定の指標になる可能性があると考えた。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、呼吸、循環動態の変化が不安定で、リスクの高い高齢者の離床に焦点を

当て、術後の自律神経活動と循環動態を明らかにするための基礎的知見を得ることを

目的とした。 

 
３．研究の方法 
(1)対象者 

 63 歳から 85 歳の呼吸器、循環器疾患、糖尿病、中枢神経系に既往がなく、自律神

経活動に影響を与えるαあるいはβブロッカーの服用のない 52 名の高齢者を対象と

した。いずれの高齢者も認知度に問題はなく、筋・骨格系に明らかな異常がなく、介

助なく日常動作が行えることを条件にした。対象者には、研究に関する説明を口頭と

文書を用いて行い、同意を得た後、測定を行なった。本研究は、東北大学医学系研究

科倫理審査委員会の承認を得て行った。（承認番号 2010-173） 

(2)測定手順 

 対象者は、湿度と温度が管理された静かな部屋で、自律神経活動にサーカディアン

リズムの影響を少なくするために 9時から 17 時に測定を行った。対象者は、測定前夜

からアルコール、カフェインの摂取を控え、十分な睡眠を取り、測定の少なくとも 2

時間前までに食事を済ませるよう事前に説明した。対象者は、30 分間連続的に第 II



誘導で心電図測定を行なった。(RadarcircTM Dainippon Sumitomo Pharmaceutical Co 

LTD.. Osaka Japan) ベッド上に 5分間仰臥位で安静後、左右側臥位を無作為に選択し、

それぞれ 10 分間同一体位を維持した。心電図の R-R 間隔のスペクトル解析を行い、心

拍変動より自律神経活動を評価した。側臥位の角度はベッド床面に対し 45 度以上にな

るよう体位変換に熟練した研究協力者が他動的に体位変換を行った。対象者には測定

中眠らないよう依頼した。 

(3)心拍変動解析 

 測定した心電図は、アナログ−デジタル変換後にコンピュータに保存し、パワースペ

クトル解析を行った。（FlucletTM WT Ver.4 Dainippon Sumitomo Pharmaceutical Co. LTD 

Osaka Japan）LF 及び HF 成分をそれぞれ 0.04 から 0.15Hz、0.15 から 0.40Hz として

解析した。本研究は、HF成分を迷走神経活動、LF と HF 成分の比（LF/HF）を交感神経

活動の指標とした。 

(4)統計解析 

 全てのデータは、SPSS 21.0 （SPSS Inc. Chicago, Illnois, USA）を用いて解析を

行なった。 

 
４．研究成果 
(1)身体的特性 

対象者の身長、体重、体格指数（BMI）は、157.6±8.8cm、56.8±10.6kg、22.7±3.0 

kg/m2 で、対照となる若年対象者より身長は低く、BMI はやや高値を示したが、健康な

高齢者群と判定できた。収縮期および拡張期血圧は、122.3±8.5mmHg、69.5±8.5mmHg

で、正常な血圧値を示した。 

(2)心拍数、呼吸数、心拍変動の比較 

心電図波形に異常にあった対象者を除外し、45 名を分析の対象とした。仰臥位、左

右側臥位における心拍変動、心拍数、呼吸数の変化については、LF、HF に体位による

差は認められなかったが、交感神経活動の指標である LF/HF は、右側臥位時に仰臥位、

左側臥位と比較して最も低値を示した。心拍数は、左側臥位時が仰臥位、右側臥位よ

り低下した。左側臥位時にみられた心拍数の低下は、10 分間の心電図測定中、継続し

て認められた。いずれの体位変換時も仰臥位に比べ呼吸の増加が見られた。また、右

側臥位時の交感神経活動の指標である LF/HF の低下が、仰臥位時の LF/HF が高い対象

者ほど顕著であった。 

 

(2)考察 

 今回、われわれが行なった 45 名の 63歳から 85 歳までの高齢者を対象の仰臥位、

左右側臥位の自律神経活動の評価は、これまで行われたことがなく、高齢者の体位変

換を評価した貴重なデータである。 

 仰臥位から右側臥位への体位変換時に交感神経活動の指標である LF/HF が低下し、

心拍数が減少を示したが、これは、女性より男性に顕著に見られ、とくにに男性で右

側臥位が心臓の働きを調節する交感神経および迷走神経活動により安全に働くことが

推測できた。 

 副交感神経活動の指標である HFは右側臥位で変化はなく、体位変換で心臓迷走神経

活動には影響を示さないことがわかった。これらは、慢性心不全患者や若年健康成人



の右側臥位で観察された交感神経活動の低下、迷走神経活動の増加の結果とおおむね

一致するが、冠動脈疾患患者では迷走神経活動のみに影響するとした先行研究の評価

とは異なる。今回の結果とこれらの先行研究との差は、対象の違い、測定方法に起因

すると考える。心拍数は、心臓の洞房結節からの自発的な興奮に中枢の自律神経活動

が修飾を加えることにより決定され、一般的に年齢の影響を受けるとも言われている

が、安静仰臥位の心拍数に年齢の影響はないとする研究もある。本研究の高齢群には

対照の若年群との間に有意差は認められなかった。また、左測臥位で心拍数が減少す

る現象が、若年群と同様に高齢群にも認められ、仰臥位との心拍数の差にも年齢によ

る変化はみられなかった。心拍数低下を自律神経活動の影響によると予測したが、仰

臥位時と測臥位時に心拍変動の変化はなく、左測臥位の心拍変動に自律神経活動が関

与していないことを示唆した。今回の検証により、仰臥位から左右測臥位時への体位

変換に伴い、加齢の影響とは関係のない左測臥位時の心拍数低下が生じることが明ら

かになった。この現象は、若年健康成人でも生じていることから、術後は特に左測臥

位への体位変換時に注意が必要であることを示した。 

 高齢者の自律神経活動は、若年者より低値を示し、心拍変動も減少することが知られ

ている。また、カテコラミン濃度が増加するなどの変化も認められ、さらに神経軸索

の変性などの影響もあり、心臓迷走神経活動は低下し、交感神経活動が上昇する。今

回の検証で、高齢群は、安静仰臥位時に若年群に比べ心拍変動が低下を示し、年齢に

よる差は明らかであった。交感神経活動の低下は心負荷の軽減につながる。今回、右

側臥位で交感神経活動の低下を示したが、この結果は、若年群より高齢群の右測臥位

時の心臓への負荷が大きいことを示すとも考えられ、高齢群は仰臥位から右測臥位へ

の体位変換が左測臥位よりも心負荷を軽減する可能性を示した。 
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